
個人トータル表

男　子 令和4年11月23日 11:00 開始

決勝

◎ 20 14
92 20 8 68

25 21
27 25

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

* 4 中 水 元 基 27 5 5 2 0 3 讃 井 大 成 9 3 0 0 2

* 5 梶 谷 崇 太 9 0 4 1 0 5 佐 藤 雅 - - - - - CTO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

* 6 小 田 悠 人 28 0 13 2 4 7 宮 野 叶 丞 3 1 0 0 0 TeamA : : : : : : : : :

7 土 肥 映 斗 4 0 2 0 2 10 下 拂 太 陽 - - - - - TeamB 6:47 13:13 25:25 33:30 : : : : :

8 大 福 谷 翼 11 0 5 1 2 * 11 濱 田 典 也 21 4 4 1 2

* 9 齊 藤 拓 真 9 1 3 0 1 * 13 池 田 翔 0 0 0 0 2

* 10 中 村 英 司 4 0 2 0 4 15 渡 邉 陸 月 0 0 0 0 0

11 武 田 璃 玖 - - - - - * 22 三 上 仁 5 0 2 1 1

12 広 瀬 琉 星 0 0 0 0 1 24 内 藤 誠 斗 - - - - -

13 大 江 優 貴 - - - - - 30 澤 田 大 陸 - - - - -

14 平 田 貴 一 - - - - - 34 三 次 桜 侍 - - - - -

15 伊 達 奏 汰 - - - - - 41 胡 濵 隼 征 - - - - -

16 石 丸 陽 生 - - - - - * 42 林 稜 也 6 0 3 0 1

17 谷 本 寿 成 - - - - - * 75 濱 田 卓 也 24 1 6 9 0

18 松 井 颯 之 輔 - - - - - 0 細 谷 知 輝 0 0 0 0 0

ｺｰﾁ 藤 井 貴 康 0 ｺｰﾁ 川 西 英 昭 0

Aｺｰﾁ 横 田 学 Aｺｰﾁ 市川 野乃花

合　　　計 92 6 34 6 14 合　　　計 68 8 6 2 7

　　主審： 山住泰光

　　副審： 森原　隆

　　副審： 熊本　裕一朗 戦評： 記録：

令和4年度広島県高等学校秋季バスケットボール大会
兼第75回全国高等学校バスケットボール選手権大会　広島県大会

広島サンプラザ P
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得点経過 広島皆実 瀬戸内

〔戦評〕スタート 広島皆実 #4.5.6.9.10 瀬戸内 #11.13.22.42.75

1Q 両者ともにマンツーマンディフェンスで試合開始。開始早々，広島皆実#9の連続得点でリードを奪う。瀬戸

内は#75,#42が果敢に攻め込み得点を重ねる。その後、両者堅い守りから得点が入らない時間帯が続く。残り3

分広島皆実の2本の3pが決まり14-7とし流れを掴みかけたところで瀬戸内タイムアウト。タイムアウト明け瀬戸内

#11が得点を重ね流れを渡さない。互いに一歩も譲らない展開となり，20-14広島皆実リードで1Q終了。

2Q 両者シュートが思うように入らず得点が伸び悩む。お互い攻めあぐねる時間が続くも，広島皆実は#6のオ

フェンスリバウンドを起点に流れを掴む。瀬戸内はタイムアウトを請求し、ディフェンスを2-3ゾーンディフェンスに

変え流れを掴もうと試みる。対する広島皆実は#6を中心に内外バランス良く攻め得点を重ねる。瀬戸内は#11が

奮闘し3pを2本沈めたが，テンポ良く得点し続けた広島皆実が40-22でリードを広げ前半終了。

3Q 後半開始より広島皆実は#4，瀬戸内は#11の3pが決まる。立ち上がりから前半とは変わりスピーディーな展

開から得点の取り合いとなる。広島皆実は#4の3pと#6のインサイドプレー、瀬戸内は良くパスが回り#11，#75が

着実に得点を重ねる。残り4分35秒広島皆実#5の連続得点が決まったところで瀬戸内たまらずタイムアウト。

タイムアウト後，広島皆実は持ち味であるリバウンドからの早い展開に持ち込みリードを広げようとするも瀬戸内

は#75，#3のシュートで対抗し喰らいつく。広島皆実#7のブザービートが決まり65-40広島皆実リードで3Q終了。

4Q 瀬戸内は変わらずゾーンディフェンスを続け，思い切りの良いシュートを打ち続ける。瀬戸内#3の連続3pで

点差を縮めようとするも広島皆実は#5の安定したゲーム運びでリードを譲らない。残り6分28秒瀬戸内タイムア

ウトを請求し，追い上げをはかる。瀬戸内はオールコートからプレッシャーをかけ追い上げようとするも，広島皆

実はインサイドで確実に得点していく。最後まで落ち着いた試合運びをし終始リードを保ち続けた広島皆実が92-

68で勝利を納めた。また最後まで諦めず思い切りの良いシュートを打ち続けた瀬戸内にも拍手を送りたい。

両チームの全国大会での上位進出を期待したい。

23P1


